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② 関連温度移行量の予測値及び測定値の比較 

JEAC4201の国内脆化予測法による関連温度移行量の予測値及び監視試験結果による測定値の関

係を図4に示し，関連温度予測値の算出根拠を別紙1に示す。なお，関連温度移行量の予測値は，

材料の化学成分，中性子束，マージンに依存しており，母材と熱影響部で同様な値であることか

ら，熱影響部の関連温度移行量は母材と同様の予測値となる。関連温度移行量の予測値及び実測

値から，当該部位の中性子照射脆化は，国内脆化予測法による予測の範囲内であることを確認し

た。 

 

図4(1/2) JEAC4201の国内脆化予測法による予測と監視試験結果の関係(母材，熱影響部) 

 

図 4(2/2) JEAC4201の国内脆化予測法による予測と監視試験結果の関係(溶接金属)  
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③ 最低使用温度の算出

JEAC4206により，2020年度末時点の関連温度移行量，関連温度及び最低使用温度を算出した結

果を表5に示す。これより，原子炉圧力容器の耐圧・漏えい試験時の最低使用温度は，破壊力学的

検討によるマージンを考慮すると，2020年度末時点で胴板(炉心領域部)は12℃となった。 

表5 関連温度の予測値 

部位 評価時期 鋼種 
関連温度 
初期値 
(℃) 

関連温度 
移行量 
(℃) 

関連 
温度 
(℃) 

破壊力学的
検討による 
マージン※1 

(℃) 

最低使用 
温度※2 
(℃) 

胴板 
(炉心領域部) 

2020年度 
末時点 

母材 -40 24 -16 28 12 

溶接金属 -65 24 -41 28 -13 

熱影響部 -40 24 -16 28 12 

※1：破壊力学的検討によるマージンは，耐圧・漏えい試験時における原子炉圧力容器胴板の応力

拡大係数KIと，静的平面ひずみ破壊靭性KICにより求められる温度T-RTNDTである。 

JEAC4206 A-3222よりKICは， 

KIC ＝ 36.48＋22.78 exp[0.036(T－RTNDT)] 

であるから，破壊力学的検討によるマージンT-RTNDTは 

T－RTNDT＝1 / 0.036×1n[(KIC－36.48)/ 22.78] 

上式のKICに耐圧・漏えい試験時( MPa)のKI ＝ MPa√mを代入し算出。 

※2：最低使用温度 ＝ 関連温度 ＋ 破壊力学的検討によるマージン 

4.2  上部棚吸収エネルギー評価 

国内プラントを対象とした上部棚吸収エネルギーの予測式(JEAC4201 附属書Bの国内USE予測式)を

用いた，2020年度末時点での上部棚吸収エネルギー予測値について評価結果を表6に示す。 

また，上部棚吸収エネルギーの算出過程を別紙2に示す。これより，JEAC4206で要求されている

68Jを上回っており，十分な上部棚吸収エネルギーがあることを確認した。 

表6 上部棚吸収エネルギー予測値※1 

初期値 
(J) 

2020年度 
末時点(J) 

許容値 
(J) 

母材 229 197 

68 溶接金属 212 176 

熱影響部 252 217 

※1：原子炉圧力容器内表面から板厚1/4深さでの予測値。 
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